
定時総会概要

定時総会の議事では、「2019年度事業報告および
附属明細書」「2020年度事業計画書および2020
年度収支予算書」を報告した。また、「2019年度計
算書類等（案）」「理事22名選任」「監事３名選任」
「定款の一部変更※」について審議し、原案どおり
承認された。

※名誉会長を特別顧問に変更するとともに最高顧問を廃
止し、特別顧問、顧問および参与の体制に変更。

記者会見概要
定時総会に引き続き、会長交代記者会見を開
催。はじめに、新旧会長が退任挨拶ならびに就任
挨拶を行った。
豊田前会長は、経済界が一体となり国を動かし

た国土強靱化税制、「中部圏の将来ビジョン」の策
定と産学官での具体的戦略の議論開始、名古屋
市や大学と連携したナゴヤ イノベーターズ ガレージ
など、在任した４年間を振り返るとともに、支援して
いただいた方々へ深く感謝の意を表した。
水野会長は、アフターコロナを見据え中部圏のさ

らなる発展のためには、「中部５県の産学官広域連
携を具体化、実体化する」「中部圏にイノベーション
の爆発を起こす」「セントレアの二本目滑走路を現
実のものとする」の３つの取り組みが重要との認識
を示し、実現に向けて会員および中部圏の産学官
関係者の力を結集し、「つなぎ役」として力を尽くす

６月２日（火）、中経連は第９回定時総会を名古屋市内にて開催した。今回は、新型コロナウイルス感染症
拡大の防止と会員の皆様の健康に配慮し、書面を通じて事前に議決権を行使していただくなど、多く
の会員の皆様にご協力いただき、従来より規模を縮小して議事を執り行った。

ことが会長としての使命だと抱負を述べた（本誌
３～５ページ参照）。
引き続き行われた質疑応答での主な発言要旨
は次のとおり。
Q：コロナショックが中部経済にも大きな影響を与えてい
る中、立て直しをどう支援していくか。

A：【水野会長】まず、コロナショックを和らげるさまざまな
経済対策に関して、速やかかつ全面的な実行を政府に
要望したい。中経連としては、コロナショックが一段落し
た後の立ち直りの方策として、大きく分けて２つのことが
できると考える。１つ目は、今回の教訓を生かし、産業界
にデジタル化の一層の推進、経営革新を呼びかける
こと。２つ目は、サービス産業向けの需要喚起策やサプ
ライチェーン再構築の支援策、企業の大幅赤字経営へ
の影響を緩和する政策など、経済の立ち直り段階におけ
る支援策を政府に要望していきたい。

Q：新型コロナウイルスの感染拡大で経営環境は一変
し、中経連もこれまでの延長線でない取り組みが求め
られる。水野会長にアドバイスを。

A：【豊田前会長】会長就任以来、当地域の将来への危機感
を唱え、従来型の仕組みにとらわれない思い切った行
動の必要性を訴えてきた。コロナショックを機に、そうし
た環境変化は一気に加速すると見ている。水野会長が
示した３つの重点課題は、いずれも中部圏の持続的発
展に欠かせないものである。水野会長がお持ちのチーム
を１つにまとめる力、高い突破力を生かして、中部圏の
産学官の力を結集させて課題を突破していかれること
を期待する。

（総務部　櫻井 景子）

第 ９ 回 定 時 総 会
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中経連会長として
４年間の在任中、微力
ながらも中部圏の発展
に尽くしてまいりまし
たことを、誇りに思い
ますとともに、皆様の
多大なるご支援・ご協
力に、深く感謝申し
上げます。

現在、皆様ご承知のとおり、新型コロナウイルスが
全世界で猛威をふるっております。亡くなられた方々
およびそのご家族に、お悔み申し上げますととも
に、闘病中の方々にお見舞いを申し上げます。また、
医療従事者をはじめ、最前線にてご尽力いただいて
いる方々に、心より敬意を表します。
コロナ禍で世界経済は深く傷つき、各国はいまだ
経済再建の道筋を示せないでいます。中部圏におい
ても、人々の安全で安定した生活が脅かされ、地域
経済は深刻な打撃を受けており、倒産・廃業・失業
による地域経済の立ち直りの遅れ、さらには都市間
格差の拡大が懸念されます。
政府および自治体には、引き続き終息に向けた疫

学的・医学的対策をお願いするとともに、企業の事
業継続と雇用維持のため、各種経済対策をスピー
ディに実行いただきたいと思います。
一方では、東京一極集中のリスクが表面化してき

ています。また、テレワークやWeb会議の導入が
進んでおり、これを機に地域への機能分散化、東京
一極集中の是正につながる動きが出てくると、おお
いに期待しています。

この４年を少し振り返りますと、2016年、世界が
猛スピードで変化し、わが国が労働人口減少や東京
一極集中などの構造的問題を抱える中、私は中部
圏の将来に強い危機感と覚悟を持って、会長職に
就きました。
産業・社会構造の変化に対応すべく、まず委員会

体制の見直しを行い、中部圏の将来ビジョン策定、

イノベーション促進、人材育成など、「世界から人や
投資を惹きつける魅力ある地域づくり」に取り組ん
でまいりました。
「自ら声をあげ、スピード感をもって行動する」を基
本姿勢として活動量を増やしてまいりましたが、とり
わけ、経済界が一体となり国を動かした国土強靱化
税制、「中部圏の将来ビジョン」策定と産学官での具
体的戦略の議論開始、名古屋市や大学と連携した
ナゴヤ イノベーターズ ガレージについては、大きな
目標に向かって第一歩を踏み出せたのではないかと
思っています。　
力強い前進は副会長の皆様の強いリーダーシップ

と会員の皆様のご支援・ご協力の賜物であり、心より
感謝申し上げます。

私は中経連副会長時代、経済委員長を務めてい
ました。委員長として「中部圏の真の創生」のための
方策を提言し、その実現を目指して４年間、地域の創
生に全力を注いでまいりました。
水野会長もこの４年間、経済委員長として毎年、

時宜を得た骨太の提言をまとめてこられました。特
に最新の提言は、令和新時代を新たな成長の時代と
するために必要な経済・社会政策について問題提起
したもので、中経連の新たな活動の「拠りどころ」にな
るものと考えます。
コロナショックを経て、経済社会の構造やビジネス
モデル、人々の生活、すべてが大きく変わることと思い
ます。世界の変化をしっかりと捉え、中部圏各地域の
情報にも精通される水野会長は、この難局において、
変革を推し進めるリーダーにふさわしい方であります。
私の好きなヨットは向かい風でも前に進みます。

風を読み、生かすことで力強く海上を走ります。水野
会長のもと本日スタートした新しい中経連も、世界の
変化をしっかりと捉え、中部圏各地域の関係者の
皆様の声を聞いて、力強く前進していくものと期待し
ています。皆様、中経連の活動に、どうかますますの
ご支援とご協力をお願いいたします。私もしっかりと
水野会長をご支援申し上げてまいります。４年間、
誠にありがとうございました。

豊田 鐵郎  前会長　退任挨拶
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この度、中経連会長に
就任いたしました水野
でございます。重責を担
うこととなり、身の引き
締まる思いであります。
微力ながら、中部圏発
展のために取り組んで
まいりますので、よろしく
お願い申し上げます。

ここで、私の思うところを少しお話しさせていただ
きます。

アフターコロナを見据えて
ご承知のように、わが国におきましても、この１カ
月半あまり続いた新型コロナウイルスの緊急事態宣
言が、５月25日、全国的に解除されました。これま
で、新型コロナウイルス感染により亡くなられた方々
にお悔み申し上げますとともに、感染されている
方々、ご家族に心よりお見舞い申し上げます。また、
医療従事者や休業要請などに協力された皆様に
敬意を表します。
現在、中国、韓国および欧米諸国では、停滞して

いた経済活動を再開する動きが活発化しています。
わが国でも、第２波を警戒しつつ経済活動を再開す
る局面に入りました。完全な正常化にはまだ時間を
要すると思われますが、コロナショックを教訓に、各
国の政府は国内経済改革を、企業はイノベーション
競争を、さらに加速していくと考えられます。
このような状況において、我々は今後、世界経済
の構造にどのような変化が起きるかを想像しておく
必要があります。例えば、経済のデジタル化やサプ
ライチェーンの組み換えなどが世界規模で一気に
進むことが想定されます。
今年２月、私が委員長を務める中経連経済委員

会は、提言書「令和新時代に求められる経済政策」
を取りまとめました。従来の常識や枠組みにとらわ
れず、働き方改革や生産性向上、経営革新などを

実現しなければ、わが国のプレゼンス低下を食い
止められないと、少々大胆な問題提起を行いました。
現在のコロナショックに鑑みますと、本提言は決

して大げさなものではなく、この機に、わが国および
企業が思い切った行動をとらなければ、日本経済
の再起はないと改めて感じています。

中部圏の課題と発展の芽
一方、中部圏に目を向けますと、我々は、人口減

少、中小企業の事業承継、Society5.0への取り組
み、自動車産業への依存、イノベーションの停滞、
大規模自然災害への対応など、我々は、さまざまな
課題に直面しています。
他方では、将来の発展の芽も生まれつつあります。

例えば、インバウンド需要の高まり、リニア中央新幹
線の開業を見据えた都市再開発、イノベーション創
出のための産学官協調の動きなどであります。
これらの課題解決と、将来の発展の芽の育成に
ついて、豊田前会長が残された成果を基盤に、一層
のスピード感をもって提言の実現に取り組んでまい
ります。
私は、中部圏をリニア中央新幹線の開業により形

成されるスーパー・メガリージョンの中で、ひとき
わ光り輝く地域へと発展させていきたいと考えてお
り、そのためには、次の３つの取り組みが重要である
と認識しています。

中経連の重点課題
（１）中部５県の産学官広域連携を具体化、実体化する
広域課題に対する戦略を議論・推進していく必

要性については、今年２月、中経連が主催した産学
官代表者の集まりにおいて、豊田前会長のリーダー
シップのもと、皆様と合意いたしました。中経連は、
広域課題を産学官で協議する場を、仮に「中部圏
戦略会議」と名付け、2021年度以降の設立を目指
してまいります。私は、この会議体を足掛かりに、５県

水野  明久  新会長　就任挨拶
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この度、中経連会長に
就任いたしました水野
でございます。重責を担
うこととなり、身の引き
締まる思いであります。
微力ながら、中部圏発
展のために取り組んで
まいりますので、よろしく
お願い申し上げます。

ここで、私の思うところを少しお話しさせていただ
きます。

アフターコロナを見据えて
ご承知のように、わが国におきましても、この１カ
月半あまり続いた新型コロナウイルスの緊急事態宣
言が、５月25日、全国的に解除されました。これま
で、新型コロナウイルス感染により亡くなられた方々
にお悔み申し上げますとともに、感染されている
方々、ご家族に心よりお見舞い申し上げます。また、
医療従事者や休業要請などに協力された皆様に
敬意を表します。
現在、中国、韓国および欧米諸国では、停滞して

いた経済活動を再開する動きが活発化しています。
わが国でも、第２波を警戒しつつ経済活動を再開す
る局面に入りました。完全な正常化にはまだ時間を
要すると思われますが、コロナショックを教訓に、各
国の政府は国内経済改革を、企業はイノベーション
競争を、さらに加速していくと考えられます。
このような状況において、我々は今後、世界経済
の構造にどのような変化が起きるかを想像しておく
必要があります。例えば、経済のデジタル化やサプ
ライチェーンの組み換えなどが世界規模で一気に
進むことが想定されます。
今年２月、私が委員長を務める中経連経済委員

会は、提言書「令和新時代に求められる経済政策」
を取りまとめました。従来の常識や枠組みにとらわ
れず、働き方改革や生産性向上、経営革新などを

実現しなければ、わが国のプレゼンス低下を食い
止められないと、少々大胆な問題提起を行いました。
現在のコロナショックに鑑みますと、本提言は決

して大げさなものではなく、この機に、わが国および
企業が思い切った行動をとらなければ、日本経済
の再起はないと改めて感じています。

中部圏の課題と発展の芽
一方、中部圏に目を向けますと、我々は、人口減

少、中小企業の事業承継、Society5.0への取り組
み、自動車産業への依存、イノベーションの停滞、
大規模自然災害への対応など、我々は、さまざまな
課題に直面しています。
他方では、将来の発展の芽も生まれつつあります。

例えば、インバウンド需要の高まり、リニア中央新幹
線の開業を見据えた都市再開発、イノベーション創
出のための産学官協調の動きなどであります。
これらの課題解決と、将来の発展の芽の育成に
ついて、豊田前会長が残された成果を基盤に、一層
のスピード感をもって提言の実現に取り組んでまい
ります。
私は、中部圏をリニア中央新幹線の開業により形

成されるスーパー・メガリージョンの中で、ひとき
わ光り輝く地域へと発展させていきたいと考えてお
り、そのためには、次の３つの取り組みが重要である
と認識しています。

中経連の重点課題
（１）中部５県の産学官広域連携を具体化、実体化する
広域課題に対する戦略を議論・推進していく必

要性については、今年２月、中経連が主催した産学
官代表者の集まりにおいて、豊田前会長のリーダー
シップのもと、皆様と合意いたしました。中経連は、
広域課題を産学官で協議する場を、仮に「中部圏
戦略会議」と名付け、2021年度以降の設立を目指
してまいります。私は、この会議体を足掛かりに、５県

が協調して諸課題に取り組む、中部圏版ＯＥＣＤの
ような、より実効性ある組織へと発展させていくこと
ができればと考えています。

（２）中部圏にイノベーションの爆発を起こす
ナゴヤ イノベーターズ ガレージを縦横無尽に生
かし、とかく保守的で慎重と見られがちな当地域
において、企業経営、ビジネスモデル、科学技術と

いったビジネスの領域から、人々の安心・安全な暮
らしやまちづくりといったさまざまな社会の分野
で、イノベーションを起こす発火点にしたいと考え
ています。

（３）セントレアの二本目滑走路を現実のものとする
二本目滑走路は、スーパー・メガリージョンの一角

としての中部圏発展のためだけでなく、首都直下
型大地震に備える意味でも、リニア中央新幹線圏内
に存在する首都圏第３空港としての機能整備という
観点に立った、国家的なプロジェクトにすべきである
と考えています。

以上３つの取り組みは、パンデミック後の世界が
大きく変容する中で、より重要度を増していきます。
実現に向けて、中部圏の力を結集することが必要

であり、産学官および広域５県の「つなぎ役」として
力を尽くすことこそが、この時期に中経連会長を
お引き受けする私の使命だと認識しています。

力を結集し、突破する
私は学生時代、アイスホッケーに打ち込んでいま

した。アイスホッケーから私が学んだことは、チーム
の力を結集して、勇気をもって敵陣を突破すること
の重要性です。
これになぞらえて、『力を結集し、突破する』中経
連を目指してまいります。会員の皆様の力、中部圏の
産学官関係者の力を結集し、課題や目標、さらには
立ちはだかる壁やさまざまな困難を突破していけ
たら幸いに存じます。
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（役職名は2020年６月２日時点、敬称略）

水野　　明久

中西　　勝則

山浦　　愛幸

佐々木　眞一

竹中　　裕紀

柘植　　康英

村瀬　　幸雄

安藤　　隆司

大島　　　卓

中田　　卓也

中村　　昭彦

神野　　吾郎

伊藤　　歳恭

勝野　　　哲

大 西 　 　 朗

安藤　    仁

相馬　　秀次

松尾　　清一

濱田　　州博

大津　　正己

山下　　孝治

紀村　　英俊

加藤　　勝彦

小川　　正樹

栗原　　大介

平松　　岳人

会　　長

副 会 長

理 事

監 事

事務局役員

中部電力株式会社　取締役相談役

株式会社静岡銀行　取締役会長

株式会社八十二銀行　取締役会長

トヨタ自動車株式会社　元副社長

イビデン株式会社　代表取締役会長

東海旅客鉄道株式会社　代表取締役会長

株式会社十六銀行　取締役頭取

名古屋鉄道株式会社　代表取締役社長　社長執行役員

日本ガイシ株式会社　代表取締役社長

ヤマハ株式会社　取締役　代表執行役社長

株式会社三菱ＵＦＪ銀行　取締役副頭取執行役員

株式会社サーラコーポレーション　代表取締役社長　兼　グループ代表・CEO

株式会社百五銀行　取締役頭取

中部電力株式会社　代表取締役会長

株式会社豊田自動織機　取締役社長

日本トランスシティ株式会社　代表取締役社長　社長執行役員

日本製鉄株式会社　常務執行役員名古屋製鉄所長

国立大学法人東海国立大学機構　機構長

国立大学法人信州大学　学長

川北電気工業株式会社　代表取締役社長

株式会社名古屋観光ホテル　代表取締役社長

東邦ガス株式会社　常務執行役員

株式会社みずほ銀行　常務執行役員

専務理事

常務理事

常務理事事務局長
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第９回定時総会および第35回理事会での理事・副会長の選任に伴い、委員会体制を以下のとおり改めた。
中経連は、12委員会・１懇談会の体制で、内外の経済社会などに関する諸問題について調査研究・提言を
行うなど、さまざまな活動に取り組むとともに、活動を通じて会員相互の交流促進を図っていく。

◆ロジスティック効率化に関するデジタル活用、自動化・ロボット化等の最新
動向の調査研究

◆経済政策、社会制度、経済法規などに関する調査研究・提言および要望・推進
活動の展開

◆産業育成・振興に資する税制改正や補助制度などに関する調査研究・提言
および要望活動の展開

◆国土強靱化を促進する税制の整備に向けた要望活動の展開

◆リーディング産業（次世代自動車、航空宇宙）をはじめとする産業の技術高度
化、振興に関する調査研究・提言および要望・推進活動の展開

◆大学・公設試験研究機関等の産業利用の促進に資する活動の展開

◆エネルギー、環境保全に関する調査研究・提言および要望・推進活動の展開

◆イノベーション力の強化、新産業の創出に向けた調査研究・提言および要望・
推進活動の展開

◆ＡＩ・ＩｏＴをはじめとする新技術の活用、展開に資する調査研究・提言および
要望・推進活動の展開

◆産業のグローバル競争力・ネットワークの強化に関する調査研究・提言および
推進活動の展開

◆地域を支える産業（サービス業、伝統工芸など地場産業）の振興に関する
調査研究・提言および要望・推進活動の展開

◆地域会員懇談会との連携による地域の課題把握、ニーズの掘り起こし

◆観光の振興に関する調査研究・提言および要望・推進活動の展開

◆スーパー・メガリージョンの形成を見据えた広域的な地域・まちづくりに関する
調査研究・提言および要望・推進活動の展開

◆地方分権、行政の広域化・連携などに関する提言および要望・推進活動の展開

◆総合的な交通ネットワークの整備に関する調査研究・提言および要望活動
の展開

◆企業の防災・減災に関する調査研究・提言および要望・推進活動の展開

◆産業・地域を支える人材育成の推進などに関する調査研究・提言および
要望・推進活動の展開

経済委員会
委員長　勝野　哲

税制委員会
委員長　伊藤　歳恭

産業・技術委員会
委員長　佐々木　眞一

エネルギー・環境委員会
委員長　勝野　哲

イノベーション委員会
委員長　竹中　裕紀
共同委員長　大島　卓

国際委員会
委員長　大島　卓

地域産業活性化委員会
委員長　村瀬　幸雄（岐阜）

共同委員長　中西　勝則（静岡）
　　　　　　山浦　愛幸（長野）
　　　　　　伊藤　歳恭（三重）

観光委員会
委員長　安藤　隆司

広域連携・地域づくり委員会
委員長　中村　昭彦

社会基盤委員会
委員長　柘植　康英

企業防災委員会
委員長　大西　朗

共同委員長　相馬　秀次

人材育成委員会
委員長　神野　吾郎

物流懇談会
座長　安藤　仁


